
生活介護事業所と農家でつくる
農福連携のかたち

８月５日(月)

自然農福の力

今枝稚加良



自己紹介

～2012年9月 一般企業を退職

2012年10月～ 就労継続支援A型福祉事業所に入社

農業責任者として農福連携を進める

2019年 1月～ 「自然農福の力」を個人農家として独立

2022年４月 任意団体ぽたじぇ を設立

2024年3月～  自然栽培塾sunsoilsoul開校 現在に至る

農園『自然農福の力』

愛知県豊田市手呂町山ノ田336－20

耕作面積：２ha （露地1.5ha  果樹50a）

主要作物：じゃがいも・ニンニク・さつまいもなど

栽培手法：自然栽培（肥料、農薬、除草剤不使用）

事業内容：農産物販売、農作業委託、農福連携支援

御取引先：スーパー、福祉事業所、個人宅配業者など

今枝 稚加良（41）
愛知県豊田市在住
農福連携歴 12年目

農林水産省 認定 農福連携技術支援者



自然農福の力

農福連携のカタチ



「自然農福の力」農福連携のカタチ

工賃

農産物

農作業

福祉事業所

機械作業



「自然農福の力」農福連携のカタチ

報酬設計 メリット デメリット

工賃 ・報酬が定量化しやすい ・利用者を選ぶ

農産物
・工賃以上の収益が得られる(福)

・収穫物で支払いができる(農)

・利用者を選ばない

・販売先がないと難しい(福)

・ブランドに影響する(農)

・報酬量を都度相談

機械作業 ・経費を抑えられる
・利用者を選ばない

・定量化しにくい
・継続化しにくい

※農家側、福祉側、双方の「得意なこと」「困っていること」を
都度話し合い、価値観を共有することが大切



生活介護事業所とは



生活介護とは

海老名市HP:https://www.city.ebina.kanagawa.jp/guide/shogaisha/shogaisha/oshirase/1003199.html



生活介護とは

内閣府HP:https://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/r03hakusho/zenbun/h2_05_01_01.html



報酬は、お金より「農産物」か「機械作業」が相性がいい。重度の障がいを
持たれている方も多いので、まず畑に来やすい報酬設計が望ましい。

⚫工賃設定

「生活介護」連携のポイント

作業を細分化したり一部の作業をお願いするなど、最多注意配分数をなるべ
く少なくする工夫が必要。

⚫作業の細分化

１週間１カ月と成果を期待するのではなく年単位で成長を期待する。

持続可能な農福連携を目指し、お互いに無理のない関係を気付く。

⚫人的投資



農福連携で

大切にしているポイント



想い

経営

場所

福
祉

農
業

自立支援

一般就労

生きがい

工賃向上

作業効率

ブランド

やりがい

社会貢献

労働力の確保

利益追求

トイレ 設備

現場の福祉職員

農福連携バランスコマ ～福祉職員が重要なカギ～

参考：澁澤栄一「論語と算盤」



準備が９割

農福連携で
最も大切なポイント…



一日の流れ

準備
終
礼

朝
礼

保険

作業開始
(10：30)

作業終了
(15：30)

昼休憩

約束③ 約束④約束① 約束②

作業時間

約束①：体調確認し作業の目的と3段階程度の目標を共に達成すること

約束②：作業を振り返り頑張っていた様子と感謝を伝えること

約束③：作業時間が最大限に活かされるよう準備を整えること

約束④：その日の目標(切りの良いところ)を必ず終わらせること

利用者
との約束

自分
との約束

※毎日、約束を守る！



 写真、メモ、動画を振り返り、資料をつくる。
誰が見てもわかる資料を作る。

 資料を基に実践し、情報を更新していく。
自らの畑で試みる。又、農家の作業に入る前に最大限の準備を整える。

農家から効率よく学ぶ

 情報をしっかりと受け止める。
写真、メモをしっかりと取る。
※許可を取り、なるべく動画で記録を取る。



指導員用 利用者用

作業計画



地図 情報共有

能力分析『作業実績表』



作業マニュアル



自然農福の力

ジャガイモ作業





生活介護







生活介護



算盤たたく事も大切ですが…

どんな農福連携で

ありたいか？



おわり

以上、ご清聴ありがとう御座いました。 「自然農福の力」今枝稚加良


